
（別紙４）

～ 令和　6年　12月　27日

（対象者数） 16 （回答者数） 10

～ 令和　6年　12月　27日

（対象者数） 7 （回答者数） 7

～ 令和6年　12月　27日

（対象数） 7 （回答数） 6

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

・お子さまのより細やかな実態の把握や発達段階の理解、支

援方法について専門性を高め、訪問先の先生方が活用でき

る、より具体的な提案や助言ができるように努めます。

2

3

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

・お子さまの実態を把握し、実態に応じた支援プログラム

（個別支援計画）の作成や、訪問先との連携強化、また、支

援者の支援力向上に努めていきます。

2

3

○事業所名 こどもサポートセンターゆうひが丘

○保護者評価実施期間 令和　6年　12月　5日

○保護者評価有効回答数

令和　6年　12月　5日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日 令和7年　2月　25日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

○訪問先施設評価有効回答数

○訪問先施設評価実施期間 令和6年　12月　5日

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

・長期的な視点での支援が必要なお子さまに対しては、より専

門的な知識やスキル、また、訪問先との継続的な連携が必要だ

と思われます。

・お子さまのより細かなアセスメントと、継続して実施してい

くための支援プログラム（個別支援計画）の作成、支援者の支

援力向上が必要だと感じます。

・保育所等訪問支援の機会を通して、訪問先の先生方と一緒

に、お子さまの情報共有をはじめ、支援に対しての方向性の統

一や、お子さまが安心して過ごせる環境設定の意見交換や助言

等ができるよう努めています。

・訪問先の支援、教育、保育の方針の理解に努めています。

事業所における自己評価総括表公表


